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   As the prosthetic group of aminoacidoxidase we prepared flavine adenine 
dinucleocide (FAD) from bread yeast following the Warburg-Christian's 
method. Apoenzyme to be added to the FAD solution we extracted from 
fresh human kidney following the  Negelein-BrOmers method. 
   About the coexistent system of coenzyme and proteine we examined the 
ability of  desamination as the function of oxygen cosumption in the War-
burg's differential manometer. 
   Repeeting this experiment, we could not observe any change of oxygen 
utilisation compared to the system which contains FAD and D, L-alanine 
only, but without proteine of human kidney. 
   Such a result shows us that  Negelein-BrOmers proteine prepared from 
human kidney does not act as apoenzyme of aminoacidoxidase coupling with 
flavine ademine dinucleotide as prosthetic group.
1緒 言
D一ア ミノ酸酸 化酵 素の作 用籏 はWarburg,
Christianによつ て馬 の肝臓特 に腎臓 及びパン
酵 母か ら殆ん ど結晶 に近 く純化 され て抽 出 され
た1)こ の作 用籏 は リボ フラビン燐 駿 とアデ ニ
ール燐竣 の縮 合体なるフ ラビン アデニン ヂ
ヌクレオチ ー ド(FAD)である.こ れはStraub
もWarburg等 と同年に認め ている2)D一 ア
ミノ酸酸 化酵素 の蛋 白体はNegelein,Br6-
melに よつ て山羊のア セ トン腎臓か ら 抽 出 純
化せ られ た3)
FADを 作 用籏 とす るア ミノ酸酸化酵 素はD
型 ア ミ ノ酸のみ を試験管 内では酸化 するがL型
ア ミノ酸は犯 さないもの と信 ぜ られ ていた.と
ころが中馬等はL型 ア ミノ酸 もよ くこの酵 素系
で酸 化 され ることを立証 した4'5)即ちL一ア ミ
ノ酸酸化酵素 もFAD:Negelein,Br6mel蛋
白系で ある.と ころが蛋 白体 につ いてはその試
料 の出所に よつ て酵 素能 の存否 が問題 となつて
いる.例 えば豚,ラ ッテ,犬 等 の腎臓 か らの,
Negelein,Br6me1法による抽 出蛋 白はFAD
と共存 してア ミノ酸特 にア ラニン を脱ア ミノ酸
化 し得 るに反 し,兎,牛 等 の腎臓 か らの上 と同
様 の操作 での抽 出に よる蛋 白ではFADと 共
存 してア ミノ酸 酸化 能 をあ らわ さない とされて
い る.
ここに作 用籏 と蛋 白との複合 体形 成の上 に極
めて興味深 い何等 かの覆 われ た機作 の ある こと
が注 目ざれ る.
私 はそ の点 を検索 した い望 を以 て人 の腎臓蛋
白はFADと 共存 して ア ミノ酸酸化 を起 し得




皿 実 験 方 法
FADはWarbung,Christian法に よつ て
パ ン酵母か ら抽 出,純 化 した もので極 大吸収波
長 は260mμ にあ り,分 子 吸光係数(109ε)は
4.8である.
入腎臓は私等 の臨床 を訪れ た腎摘 出術 を行 っ
た もののうち結核 を除 いた3つ の症例 か ら得た
腎臓を速 かにNegelein,Br6me1法で純化,
下段階 まで純 化 した ものを用い た.
酵素能 の測定は検圧法 に よ り基質D-Lア ラ







































人 腎 蛋 白液0.4cc
FADO.1cc
珠 菊 ス三 ・・7cc
α5μ傷
.。 ・・2cc
豚 腎 蛋 白 液0.3cc
FADO.1cc
ご吻 スエ ・・8cc






















で抽 出す ると全 く同 じ操作 の下に人の腎臓 か ら
抽 出 した蛋 白は フラビン ・アデ ニン ・ヂ ヌクレ
オ チ ー ドと共存 してD-Lア ラニンを脱 ア ミノ
酸化 を行 うアポ酵素 は認 め られない 即 ち人の
腎臓 は兎 一牛等 のそれ と同 じカテ ゴ リーに属す
る もの と思 える.種 族 に よる この差異 は操作 中
の損失即 ち例 えばイン シェ リン抽 出に当 り嘗つ
て先人 の嘗 めた 苦 杯 の 様 な メカニズ ムによる
か,或 は もともと存 在 しないかは俄 かに断定で













4)中馬 等:化 学 の研 究,IV=101,194Q
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